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１．はじめに 
佐賀平野に広く堆積する高含水比で軟弱な有明粘土は，その多くが還元環境で堆積している．発生土とし

ての有明粘土は泥土に区分されるため，産廃物として処理されるか，固化材による改良を行った後に再利用

される．しかし，有明粘土を再利用する場合，掘削後にストックヤード等でストックされる間に含水比の変

化や酸化の影響を受け，その土質特性に変化が生じると考えられる1,2,3)．そこで本研究では，有明粘土の乱

した試料と乱さない試料について，の試料採取後に一定期間保存したものの土質特性の変化について調べた． 
 
２．有明粘土試料 
 本研究で用いた有明粘土試料は，

佐賀県の福富町東部でシンウォー

ルサンプラーを用いて採取したも

のである．この試料に対して，粒

度試験，塩分濃度測定，液・塑性

限界試験，標準圧密試験，電子顕

微鏡観察を行った． 

図-1 は，日野ら4)が示した試料採

取地点の地盤特性に，本研究で用

いた試料のデータを一部加筆した

ものである．本研究で用いた試料

は，採取深度７～8ｍで，試料採
取後 2年経過したものである．図中の凡例（○）は，本
料の数値を示したものである． 塩分濃度，含水比，圧

ては，深度 7mと 9m付近の粘土層とほぼ同じ結果となっ
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３．土質特性の変化 

 図-2は，シンウォールサンプラーから抜き出した直

年経過後）の試料を示したものである．中央部分 Aは採

しい暗灰色であるが，壁面近く Bは茶色を帯びた灰色に

いる．図-１も併せて考えると，

含水比の大きな変化が生じてい

ないことから，乾燥による含水

比の変化ではなく酸化による色

調の変化であると考えられる． 

図-3は，図-2に示した A（暗

灰色）および B（茶褐色）の部

分の電子顕微鏡写真を示したも 
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研究で用いた試

縮指数Ccについ

た．  

図-1 福富東地区の地盤特性
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図-2 試料の酸化状況 
(a)Aの部分      10μm   (b)Bの部分   10μm 

顕微鏡写真 
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図-4 有明粘土試料の粒度試験結果 

のである．Aの部分については，パイラ

イトが多く確認できた．B の部分につい

てもパイライトは確認できたが，Aの部

分にくらべると少なかった．色調変化は

酸 

化の影響によるものと考えられることか

ら，酸化によって元来含まれていた生物

起源パイライト（FeS2）がFe2O3に変化し，

電子顕微鏡観察の際にパイライト含有量に差が見られたものと考える． 

表-2 標準圧密試験結果 

 深度(m) 
圧密降伏応力 

pc（kN/m2） 
圧縮指数 

Cc

過圧密比

OCR 
初期状態 7.00～7.80 38.9 1.12 1.1 

 9.00～9.80 54.3 1.44 1.2 
2年後 8.10～8.20 42.5 1.15 1.1 

 8.30～8.40 58.3 1.53 1.5 
 8.50～8.60 53.0 1.39 1.3 
 8.70～8.80 56.7 0.97 1.4 

図-4は，有明粘土の乱さない試料と乱した試料について，採取後に一定期間を経た試料の粒度分布を表し

たものである．図-4aから，シンウォール内で保存されていた乱さない試料については，粒度組成はあまり変

化していないことがわかる．やや，細粒分が増えているが，酸化の影響による硫酸イオン等の生成で，粒度

試験の際に用いた分散剤の効果に差がでたものと考えられる．一方，図-4bに示した乱した試料については，

6週間の保存後に細粒分が減少する結果となった3)．これは，酸化の影響に加え，シンウォールで保存してい

た場合と異なり，室内で密封しないポリバケツに保存していたため，含水比が低下したことによる． 

 次に，標準圧密試験結果を表-2 に示す．深度が異なるため，圧密降伏応力と圧縮指数には差がある．OCR

に着目すると，初期状態よりも 2年後の試料の方が大きくなる傾向がみられた．これは 2年後の試料が酸化

していたために，生物起源パイライト（FeS2）が酸化の影響を受け酸化鉄（Fe2O3）が生成され，それによっ

て試料の強度が増し，pcが大きくなったためであると考えられる． 

 

4．まとめ 
 有明粘土の乱さない試料と乱した試料について，試料採取後に生じる土質特性の変化を調べた．酸化や含
水比の変化によって，乱さない試料よりも乱した試料の土質特性がより変化することがわかった．今後は，
試料採取直後と一定期間保存後の試料について，パイライト含有量の変化や間隙水中のイオン濃度について
検討し，酸化の影響について調べる予定である． 
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